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加藤　敬太
高機能プラスチックスカンパニー
プレジデント

2017年	 4月	「ポリマテック・ジャパン株式会社グループ」の経営権取得に関するお知らせ
2017年	 6月	 ペプチドリーム、塩野義製薬、積水化学を発起人とした特殊ペプチド原薬の研究

開発、製造及び販売を行う新会社設立の検討開始について
2017年	 7月	 車輌内外装樹脂部材、産業用品を生産する栃木工場を20１８年４月に開設
2017年	 7月	 オランダに合わせガラス用中間膜の欧州研究センターを新設
2017年	 7月	 ウレタン製品の製造・販売を行う「株式会社ソフランウイズ」の株式取得（子会社

化）に関するお知らせ
2017年	11月	 タイにポリオレフィンフォームの第２工場を新設
2017年	12月	 自動車向け合わせガラス用中間膜のメキシコ工場第３生産ライン稼働開始 1

2018年	 1月	 欧州における合わせガラス用中間膜および原料樹脂の生産能力増強について
2018年	 4月	 シンガポールの検査事業会社「Veredus Laboratories Pte. Ltd.」の株式取得に

ついて 2

高機能プラスチックスカンパニーは、独自技術である微粒子技術、粘接着技術、
精密成型技術などを強みとして、先端分野の材料を中心に幅広く事業を展開してい
ます。

導電性微粒子、液晶用シール材、自動車向け合わせガラス用中間膜、自動車内
装用架橋発泡ポリオレフィン、コレステロール検査薬など世界シェアNo.1の商品
を複数保有しており、高付加価値品を中心とした事業展開を行っています。当カ
ンパニーは、積水化学グループの中で営業利益の拡大をけん引しており、グロー
バルマーケットを対象に製品を投入し続けることで世界経済の伸びを上回る成長
の実現を目指しています。

中期経営計画では、エレクトロニクス、車輌・輸送、住インフラ材、ライフサイエ
ンスの戦略4分野を中心に既存コア商品の強化と新製品の開発、M&Aなど事業
補強による事業拡大に取り組みます。

プレジデント方針

トピックス  from PRESS Release

事業ポートフォリオ改革による売上を伴った利益成長
Ⅰ 成長エンジン

低採算事業の整理は一巡。さらなる利益率向上を目指した攻めの構造改革
Ⅱ 事業構造改革

ⅠとⅡを実現しうるグローバル経営基盤の強化
Ⅲ 経営基盤強化

1

2

高機能プラスチックスカンパニー

高機能プラスチックスカンパニー

概 要

Performance
カンパニーからの報告
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車輌・輸送分野を中心にした数量の拡大と
プロダクトミックスの改善で、
5期連続となるカンパニー最高益更新

高機能プラスチックスカンパニーの2017年度は、エレク
トロニクス分野の需要減退や原料高の影響を受けました
が、車輌・輸送分野を中心とした数量の拡大とプロダクト
ミックスの改善で、増収増益を果たすことができました。

売上高は、戦略4分野すべてで前期を上回り、前期比
286億円増の3,862億円でした。さらに、構造改革とM&A
による新規連結の効果を除いた実質ベースでも169億円
増となっています。

営業利益は前期比33億円増の578億円で、6期連続の
増益、5期連続のカンパニー最高益更新となりました。ただ
し、M&Aの一時費用等の影響もあり、営業利益率はほぼ前
期並みの15.0%となりました。

戦略4分野別にみますと、車輌・輸送分野は中間膜需要、
特に高機能品の需要が順調に拡大していることを背景に、
増産投資を実行し、その成果を着実に業績に結び付けつつ
あります。さらに、ライフサイエンス分野では、主力の検査
薬・検査機器において新興国の開拓が順調に進み、成長を
継続しました。一方で、エレクトロニクス分野はFPD市況の
減速を受けて半導体など非液晶分野へのシフトを加速しま
した。住インフラ材分野では、ターゲット地域であるインド市
場の競争激化により、周辺地域への拡大を進めました。

2017年度は
中計初年度として、順調なスタート

当期は、成長へ軸足を移すことを狙いとした中期経営
計画「SHIFT 2019 –Fusion-」の初年度であり、積極的な
M&Aと戦略投資の実行を目指しています。そのために、ポ
リマテックジャパン社、ソフランウイズ社のM&Aを実施し、
さらにメキシコにおいて、中間膜の第3ラインを稼働開始さ
せるなど着実に戦略投資を進めてきました。

業績と今後の成長につながる打ち手を総合的に判断し、
2017年度は中期経営計画初年度としては、順調なスタート
を切ることができたと考えています。

2017年度の業績

2017年度営業利益の要因分析（前期比）
（億円）

連結増減連結増減 為替為替
数量・構成数量・構成

売値売値

限界利益 +35限界利益 +35

CR等CR等原料原料
固定費固定費

2016年度
営業利益
2016年度
営業利益

2017年度
営業利益
2017年度
営業利益

545545

578578

5050 -49-49
3737

-3-3

00
1212

-14-14

 +33 +33

ポリマテックグループ車輌用製品（用途別事例）

高機能プラスチックスカンパニー
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グローバル経済の環境変化に柔軟・迅速に対応し、
6期連続でカンパニー最高益更新を目指す

高機能プラスチックスカンパニーの2018年度計画で
は、厳しいグローバル事業環境に直面することが予想され
るものの、これまで実施してきたM&Aや増産投資など戦
略投資の効果を早期に発現させることで、戦略4分野すべ
てで数量の拡大とプロダクトミックスの更なる改善を図り
ます。さらにより一層のコストダウンの推進などを通じて
収益改善を進め、2018年度は売上高4,180億円、営業利
益595億円と増収増益を目指します。中でも営業利益は、
7期連続増益、6期連続のカンパニー最高益更新を目指
し、成長を継続していきます。

車輌・輸送、ライフサイエンスは順調に増収増益
4分野とも戦略投資効果（増産、M&Aシナジー）
の発現を急ぐ

戦略4分野の2018年度をご説明しますと、まず、エレク
トロニクス分野では2017年度下期にスマートフォン市場
の減速影響を大きく受け、その影響の継続が予想される
ことから、非液晶分野へのシフト、ポートフォリオの強化を
加速すると同時に、主力製品におけるシェアアップ、新規
顧客層の拡大に努めます。非液晶の事例として、半導体、
OLEDなどはこれまでの仕込みを成果につなげるべく、必
要に応じて増産を検討します。

車輌・輸送分野では、前期に稼働を開始したメキシコの中

間膜新ラインの通年稼働による増収増益を狙います。さら
に、カーエレクトロニクスは買収したポリマテック社とのシナ
ジーにより放熱製品への展開を加速します。

住インフラ材分野は、主力製品のシェアアップと海外への
拡大を図り、塩素化塩ビ樹脂については米州での拡販を計
画します。また、耐火材についてはビル用の吹き付け断熱材
分野で国内トップシェアのソフランウイズ社とのシナジーで
不燃ウレタンの拡販を目指します。

ライフサイエンス分野では、主力の検査事業で先進国に
おいて堅調に伸長し、新興国では拡大を目指します。シン
ガポールの検査薬事業会社の買収により、検査領域、エリ
アでのシナジー発現を図ります。

融合強化領域では、カーエレクトロニクス分野 
などで成長への「仕込み」を継続

2018年度は、次期中計以降に収益を期待する「融合強
化領域」についても成長への「仕込み」を行っていきます。
その中核として、カーエレクトロニクス領域ではポリマテッ
ク社とのシナジー、耐火材など高付加価値素材領域では
ソフランウイズ社とのシナジーをそれぞれ発現させていき
ます。ヘルスケアについては、ペプチスター社でのペプチド
原薬の生産技術の確立を目指し、新しい成長の礎を築きま
す。このような取り組みを通じて、融合強化領域での新製
品・新事業の拡大を目指していきます。

2018年度の計画

2018年度計画営業利益の要因分析（前期比）
（億円）

連結増減連結増減
為替為替 数量・構成数量・構成

売値売値

限界利益 +81限界利益 +81

原料原料

固定費固定費

2017年度
営業利益
2017年度
営業利益

2018年度計画
営業利益

2018年度計画
営業利益

578578
595595

114114 -14-14

-14-14

-29-29

CR等CR等

1010

00

-50-50

 +17 +17

高機能プラスチックスカンパニー
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高機能プラスチックスカンパニーのビジネスモデル

顧客価値の創出人材・ダイバーシティ

グループビジョン「人のくらしと環境」への貢献

環境・CS品質

価値創造・競争優位の源泉

社外の技術
ケミカル

ソリューション

25の技術
プラットフォーム

融合

住・社会の
インフラ創造

（蓄積された知見・
経験・データと、
技術の総合力）

財務資本
•設備投資
•研究開発投資

財務資本
•�販売拡大、原価低減を通じ
た利益成長

•キャッシュの創出
生活空間・環境
住環境 エネルギー

新 築 住 宅

テ ー プ

F  F  U

フォー ム

管 材

接 着 剤

C  F  R  P

蓄 電

リフォー ム

耐 火 材 料

機 能 性 シ ート

車 輌 成 形 品

建 材

F  P  D  材 料

中 間 膜

検 査 薬

加工
高精度成形 機能付与

施工・工法
住宅生産 インフラ施工

自然・生命
生物活用 ライフサイエンス

設計・解析
製品設計 構造解析

素材
樹脂設計 反応制御

製造資本
•�国内19工場、海外37工場など�
グローバルな展開

製造資本
•�海外生産能力の増強�
（例：中間膜メキシコ工場増強）

人的資本
•従業員の能力や経験

人的資本
•�2016年度7,269人より
•�2017年度9,735人

社会・関係資本
•�世界トップシェア製品群の�
顧客からの高い信頼

社会・関係資本
•�世界トップシェア製品群の�
増加を通じた顧客からの�
信頼向上

自然資本
•ナフサ由来などの原材料
•水、エネルギー

自然資本
•�遮熱・遮音中間膜、軽量化�
部材など高機能製品を�
通じたエネルギー使用削減

住・社会のインフラ創造

ケミカルソリューション

Inputs Outputs Outcomes

知的資本
•�素材・加工技術および�
それらを支える知的財産

知的資本
•�高付加価値を支える技術・�
ノウハウおよび知的財産

プラスチックスに関する高度な加工技術、素材技術をベースに、エレクトロニクス、車輌・輸送、住インフラ材、ライフサイエンス、
その他さまざまな産業向けに、高機能材料や中間素材を開発・提供しています。

社是
“3S精神”

グループビジョン

経営戦略

3つのカンパニーと
コーポレートによる
事業活動

積水化学グループの
事業プロセス

高機能プラスチックスカンパニー

Performance
カンパニーからの報告
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自動車バンパー向け成型品 自動車内装用発泡材

自動車向け合わせガラス用中間膜

血液凝固分析装置

スマートフォンやタブレットに使用
される液晶部材固定用両面テープ

導電性微粒子

熱膨張耐火材

コレステロール検査薬

塩素化塩化ビニル（CPVC）
樹脂コンパウンド

感染症迅速検査キット 産業用途製品（テープ製品）

ヘッド・アップ・ディスプレイ（HUD）用
くさび形高機能中間膜

主な製品 業績推移

（億円） FY13 FY14 FY15 FY16 FY17

資産 3,412 3,577 3,824 3,882 4,482

減価償却費 184 166 181 177 180

資本的支出 176 179 235 207 257

研究開発費 146 159 167 180 189

従業員数（人） 6,858 7,051 7,453 7,269 9,735

連結子会社数
（カッコ内は海外） 59(46) 60(47) 62(48) 57(46) 67(55)

3,7233,723 3,7863,786 3,5753,575 3,8623,862
4,1804,180

3,9003,900

12.3%12.3%
14.1%14.1% 15.3%15.3% 15.0%15.0% 14.2%14.2%

16.7%16.7%

460460
534534 545545 578578 595595

650650

売上高（左軸）

6,000

4,000

2,000

0

1,200

800

400

0

（億円） （億円）

FY14 FY15 FY16 FY17 FY18
（計画）

FY19
（中期計画）

営業利益（右軸）
営業利益率

高機能プラスチックスカンパニー
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カンパニー関連指標

FY16

74%74%

2,7382,738
501501

957957

568568

713713

戦略4分野売上比率戦略4分野売上比率
戦略4分野売上高
（億円）

0

2,000

1,000

3,000

4,000

エレクトロニクス 車輌・輸送
ライフサイエンス住インフラ材

FY15

2,8062,806
537537

975975

576576

718718

77%77%

1616
2121

1414

7070

FY15 FY16 FY17 FY19
（中期計画）

新事業売上高
（億円）

0

40

20

60

80

（千台）

2013 2015
0

40,000

80,000

120,000

87,59687,596 90,78190,781

2014

89,77689,776

※ 国際自動車工業連合会（OICA）調べ
※ 暦年ベース

世界自動車生産台数

2,1942,194

1,0271,027

531531

636636

FY16

海外売上比率海外売上比率

海外売上高
（億円）

0

2,000

1,000

3,000

4,000

米州アジア 欧州

61%61%

337337

FY16

新製品売上高
（億円）

0

400

200

600

800

※ 上市後5年間を新製品と定義

スマートフォン全世界生産推移
（百万台）

2013 2015
0

500

1,000

1,500

2014

※ 中日社「2018年版 電子機器年鑑」
※ 暦年ベース

1,2491,2491,2391,239

986986

マーケットデータ

マーケットデータ

2,3472,347

1,0521,052

591591

703703

FY15

62%62%

406406

FY15 2016

94,97794,977

2016

FY17

3,0043,004

582582

1,0961,096

586586

740740

78%78%

2,4222,422

1,1871,187

555555

680680

FY17

282282

FY17

1,3651,365

FY19
（中期計画）

3,1303,130

580580

1,0601,060

630630

860860

2,4502,450

FY19
（中期計画）

63%63%

1,2201,220

560560

670670

470470

FY19
（中期計画）

80%80%

2017

97,30297,302

2017
（予測）

1,4631,463

2323

FY18
（計画）

313313

FY18
（計画）

2,5972,597

1,2501,250

626626

721721

FY18
（計画）

62%62%63%63%

FY18
（計画）

3,3283,328

647647

1,1891,189

713713

779779

80%80%

高機能プラスチックスカンパニー
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